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教職員の皆さまへ  

1  

昨年度、各学校では、コロナ禍において児童生徒の心身のケアに配慮されながら、感染拡大 

          防止対策や授業時間数の確保、行事の精選などに取り組んでいただきました。教職員の皆さま 

のご尽力に心から感謝申し上げます。 
 

国内においてもワクチン接種が始まりましたが、国民全体の接種終了には相当に時間を要す 

          る見込みですし、中学生以下は現時点で予防接種の対象となっていないことなどから、当分の 

間は引き続き学校における感染防止対策を徹底していく必要があります。 
 

皆さまには、ご苦労をお掛けしますが、まずは自らの健康に十分ご留意され、児童生徒の健 

          全な心身の成長や学力保障などに向けて取り組んでいただきますようお願いします。 
 
 また、昨年４月にスタートしました高知県の第 2 期教育大綱及び第 3 期教育振興基本計画の取組についても、感

染症の影響が長期化する中、子どもたちが安定した学校生活を送りながら、調和のとれた 知・徳・体 を育み、生き

る力を身につけることができるよう、施策の見直し・強化が必要となっています。 
 
 このため、本年度は「デジタル社会に向けた教育の推進」「不登校への総合的な対応」「厳しい環境にある子どもへ

の支援や子どもの多様性に応じた教育の充実」「学校における働き方改革の推進」の 4 点を中心に施策を充実するこ

ととしました。 
 

中でも特に「厳しい環境にある子どもへの支援や子どもの多様性に応じた教育の充実」では、コロナ禍により経済

情勢が厳しさを増す中、貧困の世代間連鎖を教育の力で断ち切るために、子どもたちの社会的自立に向けた支援を一

層充実させたいと考えています。 
 
具体的には、これまでの学力の向上やキャリア教育の取組に加え、中学校段階から、職業に必要な能力・資格や進

学時の経済支援制度の情報を理解し、自立に向けた進路が選択できるように進路指導を充実することや、自立した新

卒者などのロールモデルを知る事業、経済的自立に向けた就職等に実績をもつ県内の産業系高校の PR 強化、保護者

を含む生活面でのサポートに向けたスクールソーシャルワーカーと市町村児童福祉担当部署との連携強化などに取

り組むこととしています。 
 
教育の力で貧困の世代間連鎖を断ち切るには、こうした取組を校種間が連携して行うことはもとより、小・中・高

の一人一人の教員の皆さまが、個々の児童生徒の将来の社会的・経済的自立に向けて、それぞれに今、何が必要かを

意識して日々の教育・指導を行っていただくことがたいへん重要です。全ての教職員がベクトルを合わせて、取組を

進めていただきますようお願いします。 
 
また、教育のデジタル化では、１人１台タブレット端末を活用し、子どもたち一人一人の学ぶ意欲を引き出すとと

もに、理解度に合わせた最適な個別指導を実現するための教育のさらなる充実が求められています。 

 このため県教育委員会では、県教育センターでの研修や各種の教科指導研修の充実、学校訪問などに加えて、授業

や放課後学習等に活用できるデジタル教材などを備えた県独自の｢学習支援プラットフォーム｣の運用も開始します。 
 
 デジタル技術は、特別支援学校における個々の障害特性に応じたアプリケーションの活用や、登校することが困難

な児童生徒への家庭学習の機会の確保、教職員の働き方改革などにも、積極的に活用することにしています。 
 

昨年、全ての市町村に導入した校務支援システムは、教員の校務に関する業務負担の軽減に加え、出欠管理機能が

不登校の早期発見などにたいへん有効であると現場の養護教諭の方などからご意見をいただき､出席状況を保健室か

らも入力できるようシステムを改修しました。毎日のデータ入力が、児童生徒の心身の変化の早期発見にもつながっ

ていきますので、全ての教員の皆さまにシステムの日々の活用・入力を習慣づけていただきたいと思います。 
 

また、生徒指導上の諸課題に対しては、地域や家庭との連携はもとより、校種間の連携と系統立てた対応が必要と

なります。県教育委員会では「高知家いじめ予防等プログラム」に次いで、本県の現状を踏まえ、多くの専門家にも

ご意見をいただきながら昨年度は「性に関する指導の手引き」を作成しました。全国的に見てもたいへん優れた内容

となっておりますので、是非、全ての学校での積極的な活用をお願いします。 
 

本年度も、新型コロナウイルス感染症の学校教育への影響を最小限に抑えつつ、「チーム学校」のもとで本県の教

育課題の解決に向けて取り組んでまいりますので、どうぞよろしくお願いします。 

高知県教育長 伊藤 博明 



 
 

 「第２期教育等の振興に関する施策の大綱」「第３期高知県教育振興基本計画」（令和２年３月策定）に

ついては、毎年度、PDCA サイクルによる進捗状況のチェックを行うとともに国の教育改革の動向等も勘

案して見直しを行うこととしています。この度、改訂を行いましたので、そのポイントについてご紹介し

ます。 
 

  

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
■基本方針については、昨年度同様、６つの基本方針と２つの横断的取組に沿って施策を推進します。    

 

 

 

 

 

 

 

 

第２期教育大綱・第３期高知県教育振興基本計画の改訂について  

2 

「第２期教育等の振興に関する施策の大綱」、「第３期高知県教育振興基本計画」 改訂のポイント 

◆コロナ禍においても子どもたちが安定した学校生活を送りながら、知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を 

身につけるために、ICT を活用した学習活動の充実による一人一人の多様性に応じた個別支援や、厳しい環境 

にある子どもたちへの支援などの一層の充実・強化を図ります。 

    

計画冊子のデータは、高知県教育委員会事務局ホームページに公開します。 

また、Groupware のキャビネットにもデータを格納します。   

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310000/ 

教育政策課 教育企画担当 

TEL：088-821-4731 

問い 
合わせ 

６つの基本方針 

２ 



 
■県内の公立小・中学校や特別支援学校（小・中学校）に整備された児童生徒 1 人 1 台タブレット端末を 

用いた学習活動が、４月から本格スタート  
■１人 1 台タブレット端末を活用し、一人一人の学ぶ力を引き出しながら、主体的・対話的で深い学びを 

実現する「学校の新しい学習スタイル」の実現を目指すとともに、ＩＣＴを活用した「学校における働き

方改革」を推進 

 
 

いよいよ、小・中学校、特別支援学校（小・中学部）に 1 人 1 台タブレット端末が整備され、これから、

日々の学習活動で活用していただくことになります。県立高等学校、特別支援学校（高等部）においても

令和３年度中に１人１台タブレット端末の整備を行います。  
県教育委員会では、急速に発展するデジタル技術を教育に有効に活用し、学習機会の地域間格差の解消

や一人一人の理解を深める個別指導の実践、個々の特性に応じた支援の充実などを実現するための取組を

推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デジタル技術を活用した「学校の新しい学習スタイル」の構築  

3 

令和３年度の取組 
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■「学習支援プラットフォーム」令和３年４月時点のイメージ（教員と児童生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑海外の友だちとオンライン交流    ↑視線入力装置を活用した学習     ↑小規模高校への遠隔授業の配信 

 
     

 

デジタル技術を活用した「学校の新しい学習スタイル」の構築（つづき）  

3 

◆「新しい学習スタイル」の実践をよろしくお願いします 

教育政策課ホームページはこちら。 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310101/ 

問い 
合わせ 

教育政策課 教育企画担当／情報政策担当  

TEL：088-821-4731／4904 

ＩＣＴを活用すると学習の可能性が広がっていきます 

▶ 日常的な活用へ 

子どもが今日のきもちを入力 

４ 



 

第１章 人権教育の基本的な考え方  

・高知県の人権教育 

・身近な人権課題（女性、子ども、 

障害者、外国人等）など 
 

第２章 乳幼児期における人権教育  

・乳幼児期にとって大切な人権教育 

・保育者の役割（人権意識の向上、 

子ども・保護者への関わり） 

・家庭・地域の役割や連携  など 
 

第３章 やってみよう！ 人権研修 

・保育者や保護者を対象としたワーク 

・保育実践事例、研修方法例  など 

巻末資料：「高知県人権教育推進プラン」本文 

１ 普遍的な視点からのアプローチ  

・いじめ予防等プログラムの活用   

・新型コロナウイルス感染症における偏見や差別を防ぐための取組例 
 

２ 個別的な視点からのアプローチ （抜粋） 

・性的指向・性自認、女性（デートＤＶ）、北朝鮮当局による拉致問題 など 

※その他、平成 30 年改訂版の実践・指導事例に掲載されている個別の人権課題に 

加えて、異なる校種や教科等の 14 実践・指導事例を掲載 

 

巻末資料：「高知県人権教育推進プラン」本文、人権に関わる年表（令和 2 年まで） 

 

 

 

 

「高知県人権施策基本方針－第 2 次改定版－（平成 31 年改定）」において、県民に身近な人権課題に「性的

指向・性自認」が加わったことで、県教育委員会では、同基本方針に沿って「高知県人権教育推進プラン」を 

令和 2 年 3 月に改定しました。その中で、「人権尊重の保育所・幼稚園等、学校、家庭、地域づくり」を基本理

念に掲げ、第３期高知県教育振興基本計画との一体化を図りながら、就学前教育・学校教育・社会教育の各分野

における人権教育の充実に取り組んでいます。 
 

この度、県教育委員会では、人権教育資料集（乳幼児教育編）「スマイル～輝く えがお と～」を改訂する

とともに、人権教育指導資料（学校教育編）「Let's feel じんけん～気付きから行動へ～」実践・指導事例集を

令和３年 3 月に新たに作成して、全保育者・教職員に配付します。 
 

「スマイル」については、平成 30 年に施行された幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども

園教育・保育要領に基づき、「高知県人権教育推進プラン」の就学前教育の取組を踏まえ、乳幼児期における人

権教育の進め方を掲載しました。特に、「特別な配慮を必要とする子どもへの指導」「虐待の早期発見と対応」、

保護者会や地域、各種研修等で活用できるように、実践・指導事例や子育てワークを追加するなど、実践的な 

手引き書として活用できるように改訂しました。 
 

また、「Let's feel じんけん」は、「性的指向・性自認」「女性（デートＤＶ）」「犯罪被害者等」等の県民に身近

な 11 の人権課題や、「北朝鮮当局による拉致問題等」の人権課題についての実践や指導に活用できる指導案を

掲載するなど学校における授業実践や校内研修等で活用できる実践・指導事例集として作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

人権教育資料集（乳幼児教育編「スマイル」・学校教育編「Let's feel じんけん」）  

4 

詳しくは人権教育・児童生徒課ホームページをご覧ください。 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310801/ 

人権教育・児童生徒課 人権教育担当 

TEL：088-821-4932 

問い 
合わせ 

●人権教育資料集（乳幼児教育編）「スマイル ～輝く えがお と～」の概要 

●指導資料（学校教育編）「Let's feel じんけん ～気付きから行動へ～」実践・指導事例集の概要 
 

乳幼児期にとって大切な人権教育・保育 

乳幼児期の子どもの人権を守るとともに、子

どもの人権感覚の芽生えを育むための教育・

保育活動の取組についての記載 

人権教育や人権課題に関する基本的知識 

人権教育の基本的な考え方や高知県の人権

教育の取組、身近な人権課題と日常の取組の

関連等についての記載 

保育者や保護者の研修で活用できる資料 

保育所・幼稚園等での園内研修や保護者研修

で活用できる資料を記載 

 

 

５ 



５ 

「高知県自転車の安全で適切な利用の促進に関する条例」では、18 歳以下の児童生徒の

保護者の努力義務として、児童生徒に自転車安全教育を行うこと、乗車用のヘルメットを

着用させること、自転車損害賠償保険等に加入するよう努めることなどが規定されていま

す。 

これを受け、県教育委員会では、自転車通学時のヘルメット着用を推進することを目的

とした「自転車ヘルメット着用推進事業」を進めています。 

●取組内容 

 

 

 

 

●自転車ヘルメット購入費の助成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

県内の小中高校生で、自転車通学をしている児童生徒 

〈県立 私立 国立学校〉 

販売協力店において、一人 2,000 円値引き 

※私立・国立学校は、県私学・大学支援課が所管 

〈市町村立学校〉 

ヘルメット購入に係る補助制度がある市町村の場合、県から市町村を通じて 

一人 1,000 円の補助（各市町村によって補助の状況が異なります） 

命を守るヘルメット！ ～自転車通学時のヘルメット着用の推進について～  

5 

詳しくは学校安全対策課ホームページをご覧ください。 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/312301/ 

学校安全対策課 学校安全担当 

TEL：088-821-4533 

問い 
合わせ 

■自転車の安全利用に関する指導・啓発活動を充実させることにより、自転車の安全利用に関する意識の向上を図る。 

■児童生徒の登下校中の安全確保に向けた取組の充実を図る。 

■ヘルメット購入費用の一部を補助・助成し保護者の経済的負担を軽減することで、中高生のヘルメット着用推進を図る。 

 

対 象 
取組内容 

【登校時：事例 A】 
自転車で通行中、カーブを曲がりきれず、駅のオブジェにあたり、

自転車とともに前方へ飛ばされ顔面から転倒。救急搬送。 

【登校時：事例 B】 
 自転車で登校中、前輪に手提げバックが絡まりバランスを崩し、
転倒。その際、地面で顔を打ち負傷。 

【下校時：事例 C】 
 雨天のため雨具を着用して帰宅途中、前方から来た車のライトで
視野を遮られ、道路脇のふたのない側溝へ自転車ごと転倒。 

 その際、顔面・両腕を負傷し、また前歯を１本欠損、口内裂傷。 
 制服の上下が破損し、動けない状態だったところを通りかかった
男性２名に救出された。 

高校生の自転車乗車中の事故は、登下校中に最も多く発生して

います。また、日本スポーツ振興センター災害共済給付請求事例

によれば、自転車乗車中の交通事故では、首から上の損傷が半数

以上を占めています。（左図参照） 

新学期には、各学校の交通安全教育の際に、こうしたデータ等

を活用し、ヘルメットの着用が自分の命を守る大切な手段となる

ことを生徒が実感できるよう、また、生徒同士が着用について話

し合うような取組をお願いします。 

あわせて、条例の趣旨を踏まえ、PTA と連携したヘルメット着

用推進に取り組んでいただきますようよろしくお願いします。 

登下校中に多い自転車の事故 

日本スポーツ振興センター災害共済給付請求(令和２年４～７月；高知県立学校） 

gatuより 

高知県警察本部交通企画課 令和２年（上半期）交通事故の実態より 

令和２年度 自転車乗車中の事故 損傷部位 

お知らせ 

＜発行者＞高知県教育委員会事務局教育政策課 

TEL：088-821-4731  FAX：088-821-4558  E-mail：310101@ken.pref.kochi.lg.jp 

高知県教育委員会 WEB サイト：https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310000/ 

※本広報紙への感想やご要望がございましたら、発行者までお寄せください。 

 

■県立高知国際高等学校が開校します（開校式：４／７）   
「グローバル社会で求められる高い志、 

資質・能力」を育んでいきます。 

 

■県立高知国際中学校夜間学級（夜間中

学）を開設します（開設式：４／26）  
  11 名の入学者を予定しています。 

 

６ 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310000/

